
令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報
り
下
げ
、
同
款
第
一
目
中
第
七
十
三
条
を
第
七
十
四
条
と
し
、
第
七
十
二
条
を
第
七
十
三
条
と
し
、
第
七
十
一
条
を
第

七
十
二
条
と
し
、
同
節
第
一
款
中
第
七
十
条
を
第
七
十
一
条
と
し
、
第
六
十
九
条
を
第
七
十
条
と
し
、
第
六
十
八
条
を

第
六
十
九
条
と
し
、
第
一
章
第
五
節
第
四
款
中
第
六
十
七
条
を
第
六
十
八
条
と
す
る
。

第
六
十
六
条
中
「
第
六
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
四
条
第
一
項
」
に
、「
第
六
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
六
十
四

条
第
二
項
」
に
改
め
、
第
一
章
第
五
節
第
三
款
中
同
条
を
第
六
十
七
条
と
し
、
第
六
十
三
条
か
ら
第
六
十
五
条
ま
で
を

一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
節
第
二
款
中
第
六
十
二
条
を
第
六
十
三
条
と
し
、
同
節
第
一
款
中
第
六
十
一
条
を
第
六
十
二

条
と
し
、
第
六
十
条
を
第
六
十
一
条
と
し
、
同
章
第
四
節
中
第
五
十
九
条
を
第
六
十
条
と
し
、
第
五
十
六
条
か
ら
第
五

十
八
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
章
第
三
節
中
第
五
十
五
条
を
第
五
十
六
条
と
し
、
第
五
十
四
条
を
第
五
十
五

条
と
し
、
第
五
十
三
条
を
第
五
十
四
条
と
す
る
。

第
五
十
二
条
の
見
出
し
を「（
訟
務
支
援
課
の
所
掌
事
務
）」に
改
め
、
同
条
中
「
訟
務
支
援
管
理
官
」
を
「
訟
務
支
援

課
」
に
改
め
、
第
一
章
第
二
節
第
三
款
第
七
目
中
同
条
を
第
五
十
三
条
と
し
、
第
四
十
八
条
か
ら
第
五
十
一
条
ま
で
を

一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
四
十
七
条
の
見
出
し
中
「
課
等
」
を
「
課
」
に
改
め
、
同
条
中
「
四
課
及
び
訟
務
支
援
管
理
官
一
人
」
を「
五
課
」

に
、「
租
税
訟
務
課
」
を
「
租
税
訟
務
課

訟
務
支
援
課
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
八
条
と
す
る
。

第
一
章
第
二
節
第
三
款
第
六
目
中
第
四
十
六
条
を
第
四
十
七
条
と
し
、
第
四
十
三
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
を
一
条

ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
款
第
五
目
中
第
四
十
二
条
を
第
四
十
三
条
と
し
、
第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
を
一
条
ず

つ
繰
り
下
げ
、
同
款
第
四
目
中
第
三
十
八
条
を
第
三
十
九
条
と
し
、
第
三
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
更
生
支
援
管
理
官
の
職
務
）

第
三
十
八
条

更
生
支
援
管
理
官
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

再
犯
の
防
止
等
（
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
四
号
）
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
再
犯
の
防
止
等
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
施
策
（
矯
正
施
設
に
収
容
中
の
者
の
改

善
更
生
及
び
円
滑
な
社
会
復
帰
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
企

画
及
び
立
案
に
関
す
る
こ
と
。

二

再
犯
の
防
止
等
に
関
す
る
施
策
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体
及
び
再
犯
の
防
止
等
に
関
す
る
活
動
を
行
う
各
種
団

体
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
平
成
三
十
四
年
三
月
三

十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
三
号
中
「
教
育
改
革
・
国
際
課
」
を
「
国
際
教
育
課
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
し
、
第
二

十
八
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
際
教
育
課
の
所
掌
事
務
）

第
二
十
八
条

国
際
教
育
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

国
際
理
解
教
育
の
振
興
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
援
助
及
び
助
言
に
関
す
る
こ
と
。

二

海
外
に
在
留
す
る
邦
人
の
子
女
の
た
め
の
在
外
教
育
施
設
及
び
関
係
団
体
が
行
う
教
育
、
海
外
か
ら
帰
国
し
た

児
童
及
び
生
徒
の
教
育
並
び
に
本
邦
に
在
留
す
る
外
国
人
の
児
童
及
び
生
徒
の
学
校
生
活
へ
の
適
応
の
た
め
の
指

導
に
関
す
る
こ
と
。

三

教
育
の
振
興
に
係
る
国
際
文
化
交
流
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
（
外
交
政
策
に
係
る
も
の
並
び
に
高
等
教
育
局
及

び
国
際
統
括
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

四

地
方
公
共
団
体
の
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
に
対
し
、
国
際
理
解
教
育
に
係
る
専
門
的
、
技
術
的
な
指
導
及
び

助
言
を
行
う
こ
と
。

五

教
育
関
係
職
員
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
国
際
理
解
教
育
に
係
る
専
門
的
、
技
術
的
な
指
導
及
び
助
言
を
行

う
こ
と
。

第
三
十
一
条
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
四
十
一
条
第
二
号
中
「
災
害
復
旧
」
を
「
整
備
」
に
改
め
る
。

第
九
十
五
条
中
「
二
人
」
を
「
四
人
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
保
護
局
参
事
官
の
設
置
期
間
の
特
例
）

４

第
十
二
条
第
一
項
の
保
護
局
に
置
か
れ
る
参
事
官
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
一
中
「
第
六
十
五
条
」
を
「
第
六
十
六
条
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
第
六
十
七
条
」
を
「
第
六
十
八
条
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
中
「
第
八
十
五
条
」
を
「
第
八
十
六
条
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
六
条
の
改
正
規
定
は
、
法
務
局
に
お
け
る

遺
言
書
の
保
管
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
七
月
十
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

法
務
大
臣

三
好

雅
子

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

文
部
科
学
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
八
十
一
号

文
部
科
学
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十
一

条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

文
部
科
学
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
第
三
十
九
号
を
第
四
十
号
と
し
、
第
十
四
号
か
ら
第
三
十
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
十

三
号
中
「
第
三
十
一
条
第
七
号
」
を
「
第
三
十
一
条
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
四
号
と
し
、
同
条
第
十
二

号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、
同
条
第
十
一
号
中
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
二
十
八
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二

号
と
し
、
同
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

三

教
育
基
本
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
的
な
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

第
五
条
第
十
五
号
中
「
災
害
復
旧
」
を
「
整
備
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
教
育
改
革
・
国
際
課

調
査
企
画
課

教
育
人
材
政
策
課

」
を
「
調
査
企
画
課

教
育
人
材
政
策
課

国
際
教
育
課

」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
中
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

六

教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化
に
係
る
情
報
通
信
の
技
術
の
活
用
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並

び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
創
造
的
な
人
材
の
育
成
の
た
め
の
教
育
改
革
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び

立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
六
条
を
削
る
。
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